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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第22期
第３四半期
連結累計期間

第23期
第３四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 5,560,022 6,412,361 7,489,236

経常利益 (千円) 461,131 529,669 713,403

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 316,973 360,813 482,550

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 316,973 360,813 482,550

純資産額 (千円) 2,963,275 3,303,580 2,919,982

総資産額 (千円) 5,980,863 7,254,141 6,549,537

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 32.96 37.25 50.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 31.56 36.61 48.58

自己資本比率 (％) 49.5 45.5 44.6
 

 

回次
第22期
第３四半期
連結会計期間

第23期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 11.47 14.46
 

(注)当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(１) 財政状態及び経営成績の状況

 
（経営成績の概況）

当社グループが事業を展開する音楽関連市場は、一般社団法人日本レコード協会の調べによりますと、音楽ソフト

（音楽ビデオ含む）の生産金額は前年同期比104%（2022年１月～12月）、有料音楽配信売上金額は前年同期比116％

（2022年１月～９月）となりました。定額制音楽配信サービスや動画配信サービス等のストリーミング配信市場は拡

大傾向が継続しつつ、CD/映像ソフトのリリース状況やライブ・コンサートの開催状況は新型コロナウイルス感染症

（以下、「感染症」）拡大前には及ばないものの、回復の兆しが見られております。

　このような情勢において、当社グループは、「権利者に選ばれ、利用者から支持される著作権管理事業者とな

る。」という経営理念の下、新しい時代の著作権エージェントを目指して、公平・公正かつ透明性の高い著作権使用

料の徴収・分配、著作物利用に対する迅速かつ柔軟な対応などに取り組んでまいりました。

2022年４月からは当社管理作品の演奏権管理の一部における著作権使用料の徴収を開始しております。

また、引き続き新規契約及び既存権利者の管理範囲の拡大による取扱高の増加、With/Afterコロナにおける新たな

サービスの開発提供等に注力しております。

主力の「著作権等管理事業（著作権管理業務及びデジタルコンテンツディストリビューション業務）」はリリース

の復調、配信市場の伸長、管理楽曲と取扱原盤の増加、営業活動の強化等を背景に順調に進展しており、「キャス

ティング事業」は感染症の影響から徐々に持ち直し、全体として増収増益となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は6,412,361千円(前年同期比115.3％）、営業利益は

527,096千円（前年同期比115.5％）、経常利益は529,669千円（前年同期比114.9％）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は360,813千円（前年同期比113.8％）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①　著作権等管理事業

著作権管理業務においては音楽著作物の利用時期と当社著作権管理業務の売上計上時期にはおおよそ１～２四半

期のタイムラグが生じるため、当第３四半期連結累計期間の音楽著作権使用料の対象となる利用時期は主に１月～

９月となります。

当該期間のCD/映像ソフトのリリース状況は感染症の影響が落ち着き、録音権にかかる著作権使用料徴収額が徐々

に回復したことに加え、ストリーミング音楽配信市場と動画配信サービス市場の引き続きの伸長、管理楽曲・取扱

原盤の増加、デジタルコンテンツディストリビューション（以下、「ＤＤ」）業務における動画配信サイトとの取

り組み拡大等により、著作権管理業務及びＤＤ業務の売上が堅調に推移した結果、売上高は5,975,106千円（前年同

期比119.3％）、セグメント利益は1,071,613千円（前年同期比123.7％）となりました。
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②　キャスティング事業

感染症による影響のため、上半期においては予定していたライブビューイング等一部の案件において見送りや延

期を余儀なくされました。ミュージカルや音楽コンサートのライブビューイングに加え、舞台やイベント等にも取

扱いの幅を広げた家庭向け動画配信コーディネート、楽曲や映像コンテンツの利用促進コーディネート等、

With/Afterコロナにおける様々なサービスの開発提供に取り組んだものの、売上高は381,975千円（前年同期比

78.2％）、サービス構成の変化や人件費増による利益率低下によりセグメント利益は7,040千円（前年同期比

18.9％）となりました。

 

（財政状態の状況）

　（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて704,603千円増加し、7,254,141千

円となりました。これは主に、現金及び預金の増加542,133千円、受取手形及び売掛金の増加61,915千円、固定資

産の増加70,877千円によるものであります。

受取手形及び売掛金の増加は、主に当第３四半期に開催した人気アーティストのライブビューイング実施によ

るものであります。また、固定資産の増加は、著作権等管理事業において使用しているシステムの継続的な改修

及び新機能追加等に伴う増加によるものであります。

 
　（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における総負債は、前連結会計年度末に比べて321,005千円増加し、3,950,561千

円となりました。これは主に支払手形及び買掛金の増加210,840千円、未払金の増加80,586千円、役員退職慰労引

当金の増加94,659千円及び退職給付に係る負債の増加12,369千円の一方で、未払法人税等の減少88,757千円によ

るものであります。

　支払手形及び買掛金の増加は、主に当第３四半期に開催した人気アーティストのライブビューイング実施によ

り権利者へのロイヤリティ分配額を計上したことによるものであります。また、未払金の増加は、著作権管理業

務が好調に推移し、著作権使用料の徴収が増加したことに伴い権利者への分配額が増加したことによるものであ

ります。役員退職慰労引当金の増加は、役員報酬制度の改定に伴い役員退職慰労金制度を廃止し打ち切り支給を

行うにあたり、内規に基づく廃止時点までの要積立額を引き当てたことによるものであります。

 
　（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて383,597千円増加し、3,303,580千

円となりました。これは主に、利益剰余金の増加360,813千円によるものであります。

利益剰余金の増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益の増加によるものであります。

 
(２) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(３) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(４) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(５) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,807,600 9,807,600
東京証券取引所
グロース市場

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株でありま
す。

計 9,807,600 9,807,600 － －
 

(注)　提出日現在発行数には、2023年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　 該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2022年10月１日～
 2022年12月31日（注）

3,600 9,807,600 540 1,198,602 540 735,141
 

(注)　新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

　　 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 96,500
 

－ －

完全議決権株式(その他)
 普通株式

97,007
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であります。9,700,700

単元未満株式
 普通株式

－ －
6,800

発行済株式総数 9,804,000 － －

総株主の議決権 － 97,007 －
 

(注)　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
② 【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社NexTone
東京都渋谷区広尾一丁目１
番39号　恵比寿プライムス
クエアタワー20F

96,500 － 96,500 0.98

計 － 96,500 － 96,500 0.98
 

（注）自己株式は、2022年８月８日に実施した譲渡制限付株式報酬の付与による3,594株の減少によるものの他、単元未

満株式の買取りによる増加であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年10月１日から2022年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,192,542 5,734,676

  受取手形及び売掛金 210,568 272,483

  仕掛品 － 729

  その他 278,647 307,594

  流動資産合計 5,681,758 6,315,484

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,552 983

   工具、器具及び備品（純額） 16,341 12,908

   有形固定資産合計 17,894 13,891

  無形固定資産   

   のれん 61,766 49,681

   ソフトウエア 621,952 705,364

   その他 445 623

   無形固定資産合計 684,164 755,670

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 91,248 96,272

   その他 74,471 72,821

   投資その他の資産合計 165,720 169,094

  固定資産合計 867,779 938,657

 資産合計 6,549,537 7,254,141
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 701,245 912,086

  未払金 2,352,226 2,432,813

  未払法人税等 153,056 64,299

  賞与引当金 86,686 89,046

  役員賞与引当金 25,663 24,369

  その他 50,865 61,106

  流動負債合計 3,369,744 3,583,722

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 165,097 259,756

  退職給付に係る負債 94,713 107,082

  固定負債合計 259,810 366,839

 負債合計 3,629,555 3,950,561

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,192,392 1,198,602

  資本剰余金 728,931 737,968

  利益剰余金 1,217,787 1,578,601

  自己株式 △219,129 △211,591

  株主資本合計 2,919,982 3,303,580

 純資産合計 2,919,982 3,303,580

負債純資産合計 6,549,537 7,254,141
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 5,560,022 6,412,361

売上原価 4,106,090 4,671,990

売上総利益 1,453,932 1,740,370

販売費及び一般管理費 997,527 1,213,273

営業利益 456,405 527,096

営業外収益   

 受取利息 42 27

 受取配当金 325 339

 為替差益 － 1,370

 助成金収入 3,000 －

 還付加算金 － 768

 その他 1,356 67

 営業外収益合計 4,725 2,573

営業外費用   

 固定資産除却損 － 0

 営業外費用合計 － 0

経常利益 461,131 529,669

税金等調整前四半期純利益 461,131 529,669

法人税等 144,157 168,856

四半期純利益 316,973 360,813

親会社株主に帰属する四半期純利益 316,973 360,813
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 316,973 360,813

四半期包括利益 316,973 360,813

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 316,973 360,813
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
 当第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年12月31日)

減価償却費 87,173千円 99,593千円

のれんの償却額 12,084千円 12,084千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至　2021年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至　2022年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2022年７月21日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として2022年８月８日を期日とする

自己株式の処分（3,594株）を行い、資本剰余金が2,826千円増加し、自己株式が7,879千円減少しております。ま

た、当第３四半期連結累計期間において新株予約権の行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ6,210千円増加

し、単元未満株式の買取りにより自己株式が342千円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,198,602千円、資本剰余金が737,968千円、自己株式

が△211,591千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

著作権等
管理事業

キャスティング
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 5,010,521 488,496 5,499,018 61,004 5,560,022 － 5,560,022

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － 216,528 216,528 △216,528 －

計 5,010,521 488,496 5,499,018 277,532 5,776,550 △216,528 5,560,022

セグメント利益 866,155 37,282 903,438 18,718 922,156 △465,751 456,405
 

(注)１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発・保守運用事業を

含んでおります。

２.セグメント利益の調整額△465,751千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△457,752千円及

びセグメント間取引消去△7,999千円が含まれております。

    　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

著作権等
管理事業

キャスティング
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 5,975,106 381,975 6,357,082 55,279 6,412,361 － 6,412,361

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － 259,618 259,618 △259,618 －

計 5,975,106 381,975 6,357,082 314,897 6,671,979 △259,618 6,412,361

セグメント利益 1,071,613 7,040 1,078,654 39,227 1,117,882 △590,785 527,096
 

(注)１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発・保守運用事業を

含んでおります。

２.セグメント利益の調整額△590,785千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△574,376千円及

びセグメント間取引消去△16,408千円が含まれております。

    　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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　　　(収益認識関係)

顧客からの契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

  (単位：千円)

 

 報告セグメント
その他
(注)１

合計著作権等
管理事業

キャスティング
事業

計

日本 2,306,846 488,496 2,795,343 61,004 2,856,347

米国 2,277,235 － 2,277,235 － 2,277,235

その他 426,439 － 426,439 － 426,439

顧客との契約から生じる収益 5,010,521 488,496 5,499,018 61,004 5,560,022

外部顧客への売上高(注)２ 5,010,521 488,496 5,499,018 61,004 5,560,022
 

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発・保守運用事

　　　　　業を含んでおります。

       ２. 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

  (単位：千円)

 

 報告セグメント
その他
(注)１

合計著作権等
管理事業

キャスティング
事業

計

日本 2,387,298 381,975 2,769,273 55,279 2,824,552

米国 3,113,868 － 3,113,868 － 3,113,868

その他 473,940 － 473,940 － 473,940

顧客との契約から生じる収益 5,975,106 381,975 6,357,082 55,279 6,412,361

外部顧客への売上高(注)２ 5,975,106 381,975 6,357,082 55,279 6,412,361
 

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発・保守運用事

　　　　　業を含んでおります。

       ２. 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

(１)１株当たり四半期純利益 32円96銭 37円25銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 316,973 360,813

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(千円)

316,973 360,813

 普通株式の期中平均株式数(株) 9,617,482 9,687,508

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 31円56銭 36円61銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） 424,565 167,375

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 
 

２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＮｅｘＴｏｎｅ(E35562)

四半期報告書

17/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

　　2023年2月10日

株 式 会 社 NexTone

　　取 締 役 会 御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　　　東 京 事 務 所
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　後   藤   英   俊　　 
 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　原   　   康   二　　 
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社NexTone

の2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2022年10月1日から2022年12月31日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社NexTone及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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